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第１章：直腸から盲腸までの基本的な挿入イメージを理解する
第２章：軸保持短縮法の必須テクニックを身につける
第３章：軸保持短縮法ができない場合の対処法を身につける
第４章：ループ形成解除法の基本的な挿入法を理解する

本書では軸保持短縮法とループ形成解除法という２つの代表的な挿入法のテク
ニックを学んでいきます．実際の検査ではまず軸保持短縮法で挿入していき，軸
保持短縮法のテクニックで挿入困難になったら，迷わずにループ形成解除法のテ
クニックに切り換えるという戦略です．

最初は軸保持短縮法での挿入にこだわらず，ループ形成解除法を併用して挿入
の成功率を上げ，それから徐々に軸保持可能な症例の頻度を増やしていくのが早
期上達のポイントです．

❖ 本書の学習の流れ ❖


